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昨
年　

月　

日
に
文
化
審
議
会
の

１１

２０

答
申
を
受
け
て
い
た
「
姉
川
城
跡
」

が
、
平
成　

年
２
月　

日
に
国
史
跡

２２

２２

と
し
て
川
端
達
夫
文
部
科
学
大
臣
か

ら
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
内
で
は
、
特
別

史
跡
「
吉
野
ヶ
里
遺
跡
」、
名
勝
「
九

年
庵
」、
史
跡
「
帯
隈
山
神
籠
石
」、

天
然
記
念
物
「
カ
サ
サ
ギ
生
息
地
」

と
合
わ
せ
て
国
指
定
物
件
は
、
５
件

と
な
り
ま
し
た
。
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姉
川
城
跡
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
た
の
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

３
月
６
日
、千
代
田
文
化
会
館（
は
ん

ぎ
ー
ホ
ー
ル
）で
開
か
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
九
州
大
学
大

学
院
比
較
社
会
研
究
院
の
服
部
英
雄
副

院
長
が
「
姉
川
城
跡
・
史
跡
の
国
指
定

に
よ
せ
て
」
と
題
し
て
基
調
講
演
、
ま

た
、
服
部
氏
を
含
む
４
人
の
研
究
者
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

姉
川
城
跡
の
今
後
の
保
存
・
整
備
と
活

用
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
。
そ
の

中
で
、「
来
訪
者
が
見
て
、
当
時
の
状
況

や
生
活
が
分
か
る
よ
う
な
保
存
・
整
備

を
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

姉
川
城
跡
は
、
環
濠
を
周
囲
に
巡
ら

せ
、
佐
賀
平
野
に
残
る
低
平
地
城
跡
の

中
で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇
り
、
中
世

領
主
の
居
館
の
情
景
を
具
体
的
に
と
ど

め
て
い
る
と
し
て
、
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。
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佐
賀
県
美
し
い
景
観
づ
く
り
審
議

会
（
伊
佐
淳
会
長
）
か
ら
答
申
を
受

け
、
２
月　

日
、
千
代
田
町�
村
に

１６

あ
る
「
下
村
湖
人
生
家
」
と
神
埼
町

三
丁
目
に
あ
る
「
旧
古
賀
銀
行
神
埼

支
店
」
の
２
件
が
「　

世
紀
に
残
す

２２

佐
賀
県
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

下
村
湖
人
生
家
は
、「
次
郎
物
語
」

の
作
者
で
あ
る
下
村
湖
人
が
生
ま
れ

た
家
で
す
。
蓮
池
藩
の
勘
定
方
を
し

て
い
た
祖
父
が
、
藩
邸
に
あ
っ
た

「
天
賜
園
」
内
の
建
物
を
譲
り
受
け

現
在
の
場
所
に
移
築
し
た
と
い
わ
れ
、

そ
の
後
、
大
正
時
代
、
昭
和
時
代
に

増
築
さ
れ
現
在
の
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。
湖
人
の
父
の
代
に
売
却
さ
れ
ま

し
た
が
、
昭
和　

年
に
下
村
湖
人
生

４６

家
保
存
会
が
買
い
取
り
、
記
念
館
と

し
て
一
般
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

旧
古
賀
銀
行
神
埼
支
店
は
、
大
正

３
年
に
舟
木
右
馬
之
助
が
設
計
し
、

竣
工
。
建
物
は
、
洋
風
外
観
の
総
二

階
建
て
の
木
造
モ
ル
タ
ル
作
り
で
、

内
部
は
当
初
客
溜
り
を
中
心
と
し
て

そ
の
大
半
が
吹
き
抜
け
に
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
昭
和
８
年
の
金
融
恐
慌

で
銀
行
が
解
散
し
、
そ
の
後
、
福
成

産
科
医
院
、
歯
科
医
院
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
廃
院
後
の
平

成　

年
に
市
が
買
収
し
ま
し
た
。
平

２１
成　

年
に
は
、
国
の
登
録
文
化
財
に

１３
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
は
、「
ひ
の
は
し
ら

一
里
塚
」「
仁
比
山
神
社
の
仁
王
門
」

の
２
件
が
佐
賀
県
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
お
り
、
今
回
の
認
定
で
４
件
と
な

り
ま
し
た
。
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２
月　

日
、
神
埼
市
歴
史
文
化
遺

２５

産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
策
定
へ
向
け
、
同
策
定
委
員
会

（
高
島
忠
平
委
員
長
）
か
ら
答
申
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
は
、
昨
年
５
月
か
ら　

回
に

１０

わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
答
申
書
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
「
水
・

人
・
歴
史
が
お
り
な
す
神
埼
」
と
し
、

３
つ
の
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

市
は
、
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き

歴
史
遺
産
を
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な

資
源
と
し
、
そ
の
価
値
を
市
民
が
再

認
識
し
、
郷
土
に
対
す
る
誇
り
と
愛

着
を
持
つ
人
づ
く
り
と
、
歴
史
遺
産

と
一
体
に
な
っ
た
豊
か
な
環
境
と
景

観
を
守
り
育
て
る
歴
史
景
観
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
人
が
行
き
交

う
活
力
あ
る
神
埼
を
市
民
と
と
も
に

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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る
設
置
位
置
を
改
善
で
き
る
幹
線
道

路
沿
い
に
三
店
舗
の
出
先
店
舗
を
設

置
。
売
上
の
促
進
を
は
じ
め
、
納
品

者
の
育
成
、
商
品
管
理
、
品
質
管
理

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
も
、
改
善
・

克
服
で
き
る「
売
れ
る
店
舗
づ
く
り
」

の
推
進
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
こ
の
提
言
を
参
考

に
、
構
想
「
長
崎
街
道
を
活
か
し
た

中
心
市
街
地
（
櫛
田
宮
門
前
町
）
活

性
化
事
業
」
と
絡
め
な
が
ら
、
大
き

な
柱
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
、
実
施

に
向
け
た
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。
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神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
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０
２

提
言
書
は
、
市
の
要
請
を
受
け
、

市
内
農
産
物
販
売
所
の
振
興
策
に
つ

い
て
、
市
民
視
線
、
消
費
者
視
線
で

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

提
言
書
作
成
に
あ
た
っ
て
は
現
地

視
察
を
行
い
、
現
場
の
担
当
者
と
意

見
を
交
換
す
る
な
ど
、
７
回
に
わ
た

る
審
議
を
重
ね
た
上
で
、
設
置
位
置
、

商
品
の
数
お
よ
び
量
、
納
品
者
の
確

保
な
ど
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
改
善

策
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
将
来
に
わ
た
っ
て
の
政

策
提
言
」
で
は
、
期
間
を
設
定
し
た

試
行
策
と
し
て
、
最
大
の
課
題
で
あ

２
月　

日
、
神
埼
市
政
策
推
進
委

２３

員
会
（
江
口
勝
利
会
長
）
か
ら
農
産

物
販
売
所
振
興
策
に
つ
い
て
の
提
言

書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
神
埼
・
佐
賀
の
歴
史
、

風
土
、
地
域
政
策
に
触
れ
合
う
「
学

び
の
里
」
推
進
事
業
と
し
て
、
学
生

教
育
旅
行
を
３
月
１
日
か
ら
２
泊
３

日
の
日
程
で
受
け
入
れ
、
産
業
、
観

光
見
学
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

神
埼
市
を
訪
れ
た
の
は
、
関
西
学

院
大
学
の
田
中
敦
仁
教
授
と
学
生　
１０

人
。
公
共
政
策
が
専
門
の
田
中
教
授

か
ら
市
政
へ
の
助
言
を
受
け
る
と
と

も
に
、
学
生
に
と
っ
て
は
地
方
自
治

の
現
場
を
知
り
、
提
言
す
る
機
会
と
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な
り
ま
し
た
。

一
行
は
長
崎
街
道
・
宿
場
、
吉

野
ヶ
里
歴
史
公
園
、
下
村
湖
人
生
家

な
ど
の
歴
史
、
観
光
施
設
や
農
産
物

直
売
所
、
企
業
な
ど
を
見
学
。
市
議

会
の
傍
聴
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
初
日
は
市
長
を
囲
ん
で
の

「
夜
な
べ
談
義
」
も
あ
り
、
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
の
会
員
が
作
ら
れ

た
郷
土
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
、
地

域
の
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発

に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

「
学
び
の
里
」
事
業
は
、
内
閣
府

の
地
方
の
元
気
再
生
事
業
に
採
択
さ

れ
て
お
り
、
今
後
も
歴
史
文
化
遺
産

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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公
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３
月　

日
、
神
埼
市
男
女
共
同
参

１５

画
基
本
計
画
策
定
へ
向
け
、
同
審
議

会
（�
�
陽
子
会
長
）
か
ら
答
申
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
の
委
員
は
、
男
性
６
人
、

女
性
９
人
で
、
審
議
は
、
平
成　

年
２０

５
月
か
ら
４
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
答
申
は
、
男
女
が
互
い
に

そ
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
責
任
も

分
か
ち
合
い
、
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の
被

害
者
支
援
基
本
計
画
に
つ
い
て
も
同

時
に
策
定
す
る
こ
と
が
最
良
と
な
り
、

併
せ
て
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
を
受
け
、
市
で
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
、
人
権
の
擁
護
と
男
女

平
等
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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神
埼
市
は
、

有
明
佐
賀
空
港

の
利
用
促
進
の

支
援
を
し
て
い

く
た
め
、「
有
明

佐
賀
空
港
マ
イ

エ
ア
ポ
ー
ト
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。

市
職
員
に
よ
る
積
極
的
な
佐
賀
空

港
の
利
用
と
マ
イ
エ
ア
ポ
ー
ト
ク
ラ

ブ
へ
の
入
会
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
も
佐
賀
空
港
を
ご

愛
顧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

・
本
市
職
員
は
、
原
則
有
明
佐
賀
空

港
を
利
用
し
ま
す
。

・
本
市
職
員
に
対
し
て
、
有
明
佐
賀

空
港
マ
イ
エ
ア
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
へ

の
入
会
を
推
奨
し
ま
す
。
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江
上　

康
行　
（
２
月　

日
付
）

２８

古
賀　

賢
次　

貞
島　

正
則

牟
田　

茂
敏　

徳
田　

君
江

江
頭　

清
登　

園
田　

一
実

野
田
萬
利
子　

宮
崎
は
つ
よ

江
頭　

愛
子　
（
３
月　

日
付
）

３１

市
民
の
皆
さ
ま
、
在
職
中
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。




